
◦ワンプレート

◦自助食器① ◦自助食器②

◦栄養補助食品

◦小鉢分け（ペーシング） ◦色分け

主に集中力散漫な方へ提供する食事様
式。ワンプレートなら１つの食器で済み、
集中力が途切れることなく、また、患者
の混乱も少ない

①パーキンソン病による手
の振戦がある場合や脳血管
性認知症による麻痺がある
場合には、手で皿を持たな
くてもいいように、滑り止
めや傾斜がついた食器に変
えている

②右から健常者用、同院の
患者用、口への食事詰め込
みが顕著な患者用（小スプー
ン）。小スプーンはペーシン
グしても対応が難しい場合
に取り入れている

経口摂取が難しい方や食べ物を認識できず飲み物しか受けつけな
いような患者には、さまざまな種類の栄養補助食品を用途に合わ
せて提供する
A　経口摂取が困難またはエネルギー量が不足している場合
B　糖尿病患者へ付加する場合
C　ビタミンや食物繊維を付加したい場合
D　嚥下評価時や嚥下開始を始める場合
E　褥瘡が認められる場合

食事介助法の１つに、介助者がペースを
コントロールするペーシングがある。食
事を小さな小鉢に分け、1品食べ終わっ
たら次の小鉢を出すという食事形式だ。
食事を口に詰め込んでしまう方への対応
となる

ご飯だけ残すという方は、弱視により色
味の判断がしにくくなっている可能性が
考えられる。そういった場合には、白い
椀から黒い椀へと移し変えるとご飯が見
え、食べられるようになる
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食事から
ケアを考える
個別対応食

食事提案を一部ご紹介

9   ヘルスケア・レストラン   2017.8 (C) 2017 日本医療企画.




